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特集Ⅱ　生協に“魅せる”力はあるのか
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はじめに

　現在、多くの生協においてインターネットやア
プリを通じた注文の仕組みが導入されている。た
とえば、コープきんき事業連合（以下、コープき
んき）の会員生協では、「e フレンズ」というサ
イトを通じて組合員が商品を注文することができ
る。ただし、コープきんきではアプリを含むイン
ターネット注文は全体の約３割（2022 年度末）で、
紙の注文用紙も多くの組合員に利用されている。
　ところで、近年各生協が取り組んでいるデジタ
ル活用は、注文が紙のやりとりからインターネッ
トで可能になったというような、アナログからデ
ジタルへの移行という側面だけではない。利便性
だけでなく、情報発信や組合員とのコミュニケー
ションなど多方面から取り組みが進められてい
る。しかし、SNS を含めたさまざまなツールが
あるなかで、それらをどのように活かすかは模索
が続いている状況といえる。
　デジタル活用は、特集テーマの“魅せる”力に
関わる重要な課題の一つである。とくにデジタル
媒体を積極的に利用している若年層の組合員への
アプローチとして有効な手段である。今回は、「レ
シピ」という視点からデジタル活用のあり方をみ
ていく。生協の商品供給では、カタログやウェブ
サイト、SNS などで、取り扱い商品を使用した
レシピ紹介がしばしばおこなわれている。これら
の取り組みは、調理が必要な食材を多く取り扱う
生協にとって、商品利用との関連性も強く重要な
意味をもつと考えられる。本稿では、「レシピ」
に関連する取り組みを中心にコープきんきのデジ
タル活用のあり方について、マーケティング企画
部マーケティンググループの浜畷敦子氏とイン
ターネット事業グループの堀田愛氏への取材とも
とに紹介する。
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コープきんきのレシピ紹介の
方法と検索サイト

　コープきんきでは、紙媒体の商品案内
カタログを利用する組合員に配布される

「Kitchen Memo キッチン＊メモ」（以下、
「キッチンメモ」）という情報誌がある。
「キッチンメモ」の詳細は後述するが、こ
こでは毎回３品レシピが掲載されている。
カタログだけでなく、ウェブサイトやコー
プきんき公式の Instagram などでも紹介
され、材料の切り方から完成までの短い動
画を閲覧することもできる。
　また、コープきんきは「e フレンズぱく
ぱく献立くん」というレシピ検索サイトを
提供している。ただし、この「e フレンズ
ぱくぱく献立くん」は、もともとコープき
んきが立ち上げたサイトではなく、制作す
るアインズ株式会社が 2000 年頃から独自
に運営していた「ぱくぱく献立くん」とい
うサイトがオリジナルである。アインズ株
式会社からの提案で 2009 年からコープき
んきに導入された。「ぱくぱく献立くん」
には、材料別の検索ができるだけでなく、
和風、洋風、中華・エスニック、時短、離
乳食、除去食・病態食といったカテゴリー
があり、現在も随時レシピは追加されてい
る。「e フレンズぱくぱく献立くん」は、「ぱ
くぱく献立くん」と連動しつつコープきん
き仕様で運営されており、通常のレシピの
ほかに、「キッチンメモ」のレシピなどが
動画つきで公開されている。
　かつて「e フレンズぱくぱく献立くん」
にはレシピページから使用食材を注文でき
る機能があった。しかし、このレシピサイ
トでは、たとえば豚肉やキャベツといった
食材から検索することは多くても、レシピ
をみて食材を注文し、１週間後に作るとい
う行動にはなりにくいとの判断から、2021

年のインターネット注文サイトのリニュー
アル時にその機能は削除された。組合員か
らの要望があれば再検討するという考えだ
が、今のところ要望はきていないとのこと
である。また、「e フレンズぱくぱく献立
くん」は、もともと e フレンズ利用者、つ
まり生協組合員のみが利用できるサイトで
あったが、2023 年のリニューアル時に誰
でもが利用できる公開サイトとなってい
る。

「キッチンメモ」のレシピ

　「キッチンメモ」は表紙、中面（見開き）、
裏面で構成され、毎回裏面にレシピが 3 品
紹介される。レシピは「キッチンメモ」制
作会社のフードコーディネーターとの打ち
合わせによって決まる。毎回テーマが設定
されており、3 月のひな祭りや、5 月のこ
どもの日といった季節の行事に合わせた
テーマもあれば、もやしという食材に焦点
をあてて「もやしでシャキうま！おかず」

（2024 年 2 月 3 回）といったテーマもある。
3 品は主食、主菜、副菜などの分類が考慮
されており、さらに使用頻度の低い調味料
や生協で取り扱いのない商品は避けると
いった、組合員の購入のしやすさも意識さ
れている。料理写真とレシピの横には、一
部の使用食材の写真と注文番号が通常の商
品カタログと同じように掲載されている。
このレシピ紹介の制作にあたっては、ス
チール撮影と動画撮影がおこなわれて
いる。これらが、前述の「e フレンズぱ
くぱく献立くん」やコープきんき公式
Instagram で利用されるという仕組みであ
る。なお、検索サイトである「e フレンズ
ぱくぱく献立くん」では、「カタログ○月
△回掲載」というかたちでまとめられてお

特集Ⅱ　生協に “魅せる ” 力はあるのか



28

くらしと協同 2024 春号（第 47 号）

り、過去のレシピを検索することも可能で
ある。
　また、インターネット注文の e フレンズ
上では、「今週のレシピ動画」として「キッ
チンメモ」の 3 品が取り上げられており、
レシピ動画を閲覧することができる。使用
食材の商品注文ページにもアクセスでき、
必要な食材を選んで注文することが可能で
ある。紙の場合は、スペースの制約がある
ため、使用食材は 2 つほどしか掲載できな

いが、ここではより多くの商品を注文でき
る仕組みになっている。
　さらに、コープきんきのコーポレートサ
イト（https://www.kinki.coop）において
も、今週のレシピとして掲載されている。
ここで紹介されているレシピは、クリック
すれば「e フレンズぱくぱく献立くん」に
遷移するようになっている。
　このように、レシピがさまざまな手段で
紹介され、組合員だけでなく、広報活動の
一環として広く公開されている。

献立の提案
〜「３日分の献立おまかせセット」〜

　家庭での食事や料理については、毎日の
献立を考えることに負担を感じている人は
少なくない。コープきんきでは、2019 年
から「3 日分の献立おまかせセット」を開
始した※。このサービスは、１週間のうち
３日分の主菜・副菜の材料と紙のレシピが
セットで届くものである。調理はレシピに
したがって進め、量は注文時に２人分か３
人分かを選ぶことができる。２日目以降に
冷凍食品を使用する場合などには、レシ
ピに翌日の下準備として「国産豚小間切
れ〇〇 g を冷蔵庫に移して解凍しておく」
といった指示も記載されている。
　この「３日分の献立おまかせセット」は、
関東の生協での取り組みを参考に、コープ
きんきで検討を重ねて始まったものであ
る。検討のなかでは、実際にサービスを利
用する対象として、小さな子どもがいる
30 代前半の女性で、日々の献立を考える
ことにストレスを抱えている組合員が想定
され、忙しいなかでも時短で作れることが
重視されている。
　レシピは委託先を通して、フードコー

レシピ動画の紹介
e フレンズの「今週のレシピ動画」では「キッ
チンメモ」のレシピが紹介される。「商品はこ
ちら」から使用食材の注文が可能となっている。

（e フレンズウェブサイト 2024 年 2 月 27 日アクセス）
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ディネーターや料理人等によって考案され
ている。1 人に固定ではなく、複数人が考
案者となっていることで、いろいろなレシ
ピを楽しむことができるサービスとなって
いる。　　　
　「3 日分の献立おまかせセット」の材料
は全量使い切るものも多いが、一部のみ使
用する場合もある。e フレンズで注文する
際には、使用食材をすべて注文する方法の
ほかに、材料で手持ちのものがあったり苦
手なものがある場合は、注文から外すこと
も可能である。
　レシピは紙で届くことになっているが、
サービス開始前の検討では、スマホで見た
ら良いのではという意見もあったという。
しかし、料理中に画面が消えたり、スマホ

を触ることになってしまうという問題を考
えると、やはり紙は必要との判断に至った。
レシピの紙には QR コードが載せられてい
るため、スマホでチェックしたい場合はそ
ちらを利用することも可能である。さらに、

「e フレンズぱくぱく献立くん」では、こ
の「３日分の献立おまかせセット」の過去
のレシピを閲覧することもできる。

※ 2024 年 2 月の取材時点で、「３日分の献立お
まかせセット」は、コープしが、京都生協、い
ずみ市民生協、わかやま市民生協で実施されて
いる。
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「3 日分の献立おまかせセット」のレシピ
商品と一緒に届けられるレシピ（2024 年 3 月 2 回の 1 日目）。
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デジタルの活かし方

　生協においてウェブサイトや SNS の活
用は様々な場面で進められているが、それ
ぞれどのような目的があるのだろうか。た
とえば、コープきんき公式の Instagram は、
組合員に限らず広く一般へのお知らせとい
う位置づけであり、ちょっとみて楽しい、
役立つ情報を提供することが意識されてい
る。SNS の活用は、発信する情報を入り
口として生協に興味をもってほしいという
ねらいがある。
　紙媒体との使い分けも重要なポイントで
ある。前述の「３日分の献立おまかせセッ
ト」では、紙のレシピが届くことになって
いるが、過去のレシピはまとめて「e フレ
ンズぱくぱく献立くん」にデータが蓄積さ
れている。紙のレシピの必要性を考慮しつ
つ、デジタルのよさを活かす工夫がおこな
われている。
　e フレンズは、当初、カタログをウェブ
カタログにするなど、紙媒体からインター
ネット注文を可能にすること、利便性を向
上させることを目的に整備が進められてき
た。しかし、紙には紙ならではの見せ方が
あり、ウェブサイトやアプリはそれとは異
なる見せ方を考える必要があるとして、取
り組みは徐々に変化している。コープきん
きでは、2018 年から若年層向けのアプリ
として「ニコリエ」をリリースした。注文
ツールであるとともに、商品の特集に加え
て生活に役立つ情報や企画など、ターゲッ
トの若年層向けのコンテンツが盛り込まれ
ている。このような取り組みは当初はニコ
リエのみであったが、現在は e フレンズの
ウェブサイトにも広げられている。
　デジタルならでは仕組みは注文方法でも
取り入れられている。たとえば、生協では
紙媒体のカタログの場合、その企画回でし

か注文できないが、インターネットの場合
は、先どり注文という形でかごに入れてお
くことができる。また、昨年の例では、バ
レンタインデーで好評だったチョコレート
商品を開発する際、アソートの食べたい味
を組合員に投票してもらうという企画が実
施された。数量制限のある商品のため、投
票者には先行販売で買うことができるよう
するなど、組合員とのコミュニケーショ
ンの要素も取り入れた企画が可能となっ
ている。

おわりに

　本稿では、コープきんきのデジタル活用
の取り組みを「レシピ」に焦点をあてつつ
紹介してきた。生協のデジタル活用は、紙
からネット注文へ、という段階を超えて広
がりをみせており、組合員だけでなく、一
般の人が利用できるものとして広報活動と
いう点でも意味をもつ。ただし、デジタル
媒体の利用や情報探索のあり方は、人に
よってさまざまである。今回注目した「レ
シピ」についても、ウェブサイトや SNS、
アプリ等、情報を入手できる手段は数多く
存在する。生協の場合、商品利用との関わ
りをふまえた上で、目的を明確にしたデジ
タル活用をめざすことが今後ますます重要
になるだろう。
　本稿は、コープきんきのデジタル活用の
一部を取り上げたにすぎないが、生協のデ
ジタル活用の取り組みについては、仕組み
作りとともに、実際に組合員（これから組
合員になる人も含めて）と接する職員の役
割も大きいのではないかと思う。職員はこ
のような取り組みの存在や、その活用法を
知らない人に対して伝えていくことが可能
であり、利用した感想や要望を聞けるかも
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しれない。商品の注文という側面だけでな
い、デジタル活用のあり方には様々な可能
性がある。今後も注目していきたい。

左から岩橋涼、浜畷敦子氏（コープきんきマーケティ
ング企画部）、堀田愛氏（コープきんきインターネッ
ト事業グループ） 

コープきんき公式 Instagram の QR コード

コープきんきのアプリ「ニコリエ」より
（スクリーンショット）コープきんき公式 Instagram の投稿

（スクリーンショット）


